
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 白色腐朽菌を用いたダイオキシン類低減化に関する研究（実証化試験） 

学会名 第 29 回全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部研究会 

発表者名 三木 崇 

開催場所 じばさん三重（三重県四日市市安島 1丁目 3番 18 号） 

開催日時 平成２７年１月１５日（木）～１６日（金） 

発表内容 ダイオキシン類分解処理システムの実証化に向けて、フラスコ内での基

礎試験、バイオリアクターの設計検討、分解効率の改善、分解メカニズム

の検討およびリアクター試験などを行った。実証化に近い条件として、ダ

イオキシン類以外の汚染物も含む実際の汚染土壌抽出液に対して、変異菌

のフラスコ試験で 4～7 割、ふくひら 2 号のリアクター試験で 6 割程度の

分解効率を確認した。また、リアクター試験では染料など高濃度の多環芳

香族化合物に対する分解処理能力も確認できた。リアクター槽の材質など

分解条件に改善の余地が認められたが、難分解性有機物等に対する分解処

理技術としての応用は十分可能であると考えられる。 

 

 


